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原 著

歯間ブラシの使用状況，適正サイズ選択力および使用方法の
指導効果からみた歯間ブラシ使用の普及拡大策の探索
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概要：歯周病を予防するには歯間部の清掃が重要であり，その清掃用器具の一つである歯間ブラシの使用を普及拡大す
ることが大切である．今回，歯間ブラシ使用の普及拡大策を探索するための調査を実施した．
妊婦歯科教室に参加した 104 人を調査対象とした．歯間ブラシの認知度は高かったが，使用経験者は半数以下であり，
常時使用している者は少なかった．一方，対象者の 3�4 は歯間ブラシの挿入可能な部位を持っていた．歯間ブラシは人か
ら勧められて使用する場合が多く，使用していない理由は未経験による知識や経験の不足が多かった．
また，視覚認識の見た目だけで適正サイズの歯間ブラシを選択することは難しく，実際に使用体験することにより適正
サイズを選択する率は高まるが十分ではなかった．歯間ブラシを指導すると，挿入可能な部位が多い者ほど簡単に使える
と回答した者が多く，その後の使用意志が高かった．1回の指導により，2カ月後の使用者が有意に増加し，挿入可能な部
位が多い者ほど 2カ月後も使用している者が多かった．指導から 2カ月後までに歯間ブラシを新たに購入した者は回答者
の 18％であった．
歯周病予防のために歯間ブラシの使用を普及拡大させるには，行政の歯科保健事業や歯科医院などにおけるあらゆる機
会で，歯間ブラシの使用についての啓発を積極的に行う必要性があることが示唆された．また，専門家が指導するとさら
に効果的であると考えられた．
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緒 言

歯周病を予防するには歯間部の清掃が重要であり，そ
の清掃用器具として歯間ブラシやデンタルフロスがあ
る．「健康日本 21」の目標の中には，「40 歳，50 歳におけ
る歯間部清掃用器具を使用している者の割合の増加」が
挙げられている1）．健康日本 21 の基準値である平成 5
年の保健福祉動向調査において，その使用率は 35～44
歳では 19.3％，45～54 歳では 17.8％であった．その中間
評価にあたる平成 16 年の国民健康・栄養調査2）におい
ては，35～44 歳では 39.0％，45～54 歳では 40.8％であ
り，使用率の増加がみられた．その中でも，歯間ブラシ
の使用率は 30～39 歳，40～49 歳ではそれぞれ 17.3％，
24.6％と，デンタルフロスの使用率の 23.4％，24.9％に比
べ低かった．

一方，浜松市においても，健康日本 21 の地方計画にあ
たる「健康はままつ 21」を作成し，その中で「歯間ブラ
シ・糸つきようじの使用率を増やす」という目標を掲げ
た．平成 13 年度における市民健康調査では，35～64 歳の
使用率は 26.9％であった．平成 18 年度の中間評価の目
標値を 40％，平成 22 年度の最終目標を 50％と設定し
た．しかし，平成 19 年度の中間評価調査では，同目標は
28.8％で歯間部清掃用器具の普及率の増加は全国と比べ
て芳しくなかった．また，平成 19 年度の浜松市の 2歳児
または 3歳児の保護者歯科検診（平均年齢 32.7±4.6
歳）における調査結果では，その普及率は両方あわせて
31.0％で，歯間ブラシにおいては 10.4％と低かった．こ
れらの評価から，今後歯周病を予防していくには，歯間
部清掃用器具の使用をさらに普及させる必要性が課題と
して挙げられた．その中で歯間部清掃用器具の一つであ
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